
R５ 学校教育自己診断集計結果（保護者） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



R５ 学校教育自己診断（生徒版）集計結果 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 
 

 



 
 

 

 

 



R５ 学校教育自己診断集計結果（教員） 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 
 

 

 



学校教育自己診断の結果と分析 

 

【学習指導等】 

生徒を主体にした授業展開をするため、積極的な ICTの活用による、新しい授業づくりに努め、「確かな学力」を育成

した。「授業などでコンピュータやプロジェクタ等 ICT を活用している」（生徒：93%、教員 80%）「ものづくりについて

学び、好きになれた」（生徒：84%）「日々ものづくりの精神を意識しつつ、授業や教育活動を行っている（工業科教員：

93%）」学びやものづくりの楽しさを実感し、主体的に学習に取組む態度と課題解決力の育成に努めることができた。

一方、「学校に行くのが楽しい」という問いには（生徒：67%）と少し低い結果となっている。部活動の加入率が昨年度

に比べ、４%向上したが、「この学校の部活動は活発である」（保護者：55%）の結果の含め、これらを分析し、教職員一

人ひとりが生徒理解を深め、校内の行事や活動を工夫し生徒一人ひとりが主体的に参加できるものにすることが課題

である。 

 

【生徒指導等】 

豊かな人間性を育成し、生徒の自己実現を支援するため、人権に関する講演会や研修の実施、PBL と連携した人権意識

の醸成、キャリア教育・職業教育の充実を行った。「命や人権の大切さやいじめを許さないという考え方をしっかり学

ぶことができた」（生徒：88%）、「学校は、子どもに命を大事にする心や社会ルールを守る態度を養おうとしている」

（保護者：95%）という結果を得た。学校による就職一次内定率は 74%と昨年度を下回ったが、就職内定率は 100%を達

成した。今後も進路実現に向け継続した取り組みを行う。遅刻者数「０」については、3日間の目標で２日を達成した。 

【学校運営】 

 

・魅力ある開かれた学校づくりのため、学校説明会、体験入学や外部進学イベントに参加し、広報活動に努めた。各工

業科では来場者へのプレゼントを作成し、ものづくりの知識・技能を高める機会とすることができた。 

・「教育活動全般にわたる評価を行い、次年度の計画に生かしている」（教員：89%）、「到達度の低い生徒に対する学習

指導について、全校的課題として取り組んでいる」（教員：91%）、「カウンセリングマインドを取り入れた生徒指導を行

っている」（教員：89%）という結果であった。来年度は、これらが 100%になることをめざし教職員が研鑽し続けるこ

とができるよう、学校全体のゴールを共有する。また、各所で積極的な連携を行い目標を達成する。 

 

 


